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建設業の働き方改革に向けて

～大分県（土木建築部）の取組～

大分県土木建築部

建設政策課
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出典︓国土交通省会議資料より抜粋 4

建設産業における働き方の現状



大分県内の建設産業における喫緊の課題

・大分県内の建設業就労者はH12からの20年間で約4割の減少
・建設業就労者は他産業に比べて高齢化が進行し、若年層の割合が低い
⇒今後の人口減少社会の中で、さらに人手不足が深刻化することが喫緊の課題

※国勢調査より



出典︓国土交通省会議資料より抜粋
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出典︓国土交通省HPより抜粋
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出典︓「働き方改革関連法に関するハンドブック」（厚生労働省）

【時間外労働の上限規制】
残業時間の上限を法律で規制することは、７０年前に制定された「労働基準法」において、初めての大改革

◎残業時間の上限は、原則と
して月45時間・年間360時間
とし、臨時的な特別の事情が
なければこれを超えることは
できない。

◎臨時的な特別の事情があって
労使が合意する場合でも、以
下を守らなければならない。

・時間外労働が年720時間以内
・時間外労働と休日労働の合計
が月100時間未満

・時間外労働と休日労働の合計
について、2～6か月の平均が
全て1か月当たり80時間以内

また、原則である月45時間を
超えることができるのは、年
間6か月まで。

２．働き方改革関連法について



出典︓「働き方改革関連法に関するハンドブック」（厚生労働省）

大企業では令和元年度から
中小企業では令和２年度から
施行している上限規制

令和６年度から建設業
へも適用される

２．働き方改革関連法について



出典︓国土交通省ホームページより抜粋

【時間外労働の上限規制に関する罰則規定】

※建設業は令和６年４月適用

２．働き方改革関連法について



深刻な人手不足への対応について

・労務単価改定 ・・・最新単価反映
→＜H24年度対比+105.9%＞

・週休２日工事 ・・・工事経費割増
→＜98％の工事で実施＞

・工事書類簡素化・・・簡素化手引策定

・適正な工期設定 ・・・休日・準備期間の確保等

・土木魅力発信 ・・・BUILD OITA

・女性活躍推進 ・・・Buildy など

建
設
産
業
「
深
刻
な
人
手
不
足
」

・施工時期平準化 ・・・債務、早期繰越
→ 平準化率R6：0.91（全国5位）

R5：0.84（全国15位）
・ＩＣＴ活用工事 ・・・H29～試行開始

このままだと・・・

災害時の対応遅れ

災害からの復旧遅れ

県土の強靱化、
インフラ整備の遅れ

さらに加えて、近年
災害の頻発・激甚化

R2～4の被害総額
944億円（全国2位）

建設業は
「地域の守り手」

働き方改革（担い手の確保）
（離職者を減らす、入職者を増やす）

生産性の向上
（今の人員を効率良く、1人当りの効率UP）

※消防白書より集計

県民が困る 発注者としても積極的な取組が必要
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①設計労務単価の改定

３．働き方改革・担い手確保の取組
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３．働き方改革・担い手確保の取組
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◆原則、全ての工事を週休２日対象工事として発注。②週休２日工事

●工事成績評定における評価（R7まで）
監督員① 創意工夫で加点
監督員② 施工管理の工程管理で加点

Ｒ７Ｒ６Ｒ４Ｒ３Ｒ２Ｒ１Ｈ３０Ｈ２９年度

完全週休２日
制を導入
（R7.7～）
※港湾は除く

災害復旧工

事を閉所型
の対象に変
更

（R6.10～）

港湾も

交替制を
導入

（R4.7～）
※R7.7廃止

災害復旧工事

等に交替制導
入

（R3.12～）
※港湾、営繕は除く

営繕工事
も対象

港湾工事
も対象

同左

試行開始
（営繕工事、
港湾工事を除

く）

対象工事

4週8休
週2日以上
（完全週休2日）

4週8休
※4週6休,7休
廃止

4週6休
4週7休
4週8休

4週6休
4週7休
4週8休

4週6休
4週7休
4週8休

4週6休
4週7休
4週8休

4週6休
4週7休
4週8休

4週8休
のみ

休日の
形態

振替を認める
（事前協議不

要）

振替を認め
る（事前協議
不要）

振替を認める
（事前協議不要）

振替を認める
（事前協議不要）

振替を認め
る（事前協議

要）

振替を認め
る（事前協議

要）

2日の休日の内
1日は天候によ
る振替を認める

天候による振
替を認めない

振替

当初積算
※完全週休2日は
変更設計で補正

当初積算
※営繕は除く

港湾も

当初積算
※営繕は除く

当初積算
※港湾、営繕は除く

当初積算

（R2.8～）
※港湾、営繕は除く

変更積算変更積算変更積算
経費の
補正方法

●週休２日実施率の推移

実施率
（Ｃ／Ｂ）

実施数
（Ｃ）

対象数
（Ｂ）

発注件数
（Ａ）

発注年度

20%2191,0751,789H29

23%2811,2061,584H30

36%4991,3952,068R1

83%1,1961,4422,148R2

88%1,3561,5411,801R3

96%1,5761,5191,683R4

95%1,6341,7111,833R5

97%1,5021,4591,674R6

98%5064941,268R7

※対象数及び実施数は、R8.3月中旬時点で完了した工事を対象としている。

〈Ｒ７～〉
・完全週休２日制を導入
実施する場合は書面協議⇒変更設計時に補正係数を計上

〈Ｒ８～〉
・土木工事では当初積算から週休２日の
取得に要する費用を含めて発注⇒補正係数を廃止

３．働き方改革・担い手確保の取組



③工事書類の簡素化
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◆背 景

➣ 働き方改革関連法の改正
【残業時間の規制】

➣ 週休２日の推進
➣ ＩＣＴ技術の普及

工事書類の多さが大きな負担
残業、土日出勤の一因!

◆取り組みの経過（H30～R7年度）
・Ｈ３０年度︓大分県と大分県建設業協会でＷＧを設置
・Ｈ３１年度︓履行報告、安全管理、建退協資料の簡素化を実施
・Ｒ２．２︓「工事書類簡素化の手引き（R2.2）」策定

★以降、毎年
・建設業協会及び発注者へのアンケート調査を実施
・大分県と県建設業協会（現場技術者含む）とのＷＧ
・手引きの改定を実施（Ｒ２～6年度）

★Ｒ8．３︓「工事書類簡素化の手引き（令和8年3月一部改訂）」策定

３．働き方改革・担い手確保の取組



〇着手前

Point①≪施工計画時点でしっかり協議 ≫

Point②≪簡素化の手引きを活用 ≫

〇施工中

Point③≪協議や報告の書類は、必要最小限かつ簡潔に ≫

Point④≪情報共有システムのメリットを活用 ≫

〇完成時

Point⑤≪電子納品で“印刷・インデックス”の削減 ≫

Point⑥≪“提示”書類は原本を ≫

工事書類 簡素化のポイント

３．働き方改革・担い手確保の取組



おおいた建設人材共育ネットワーク ＢＵＩＬＤ ＯＩＴＡ とは

「ＢＵＩＬＤ ＯＩＴＡ」ＨＰより

④担い手確保の取組 ＜BUILD OITA＞
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３．働き方改革・担い手確保の取組
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ＢＵＩＬＤ ＯＩＴＡ 会員

＜官公庁＞
➤国土交通省 九州地方整備局 大分河川国道事務所
➤厚生労働省 大分労働局
➤大分県 ➤国東市 ➤大分市 ➤別府市
➤佐伯市 ➤日田市 ➤中津市 ➤豊後大野市

＜学校＞
➤国立大学法人 大分大学
➤日本文理大学
➤独立行政法人
国立高等専門学校機構
大分工業高等専門学校

➤大分県立国東高等学校
➤大分県立大分工業高等学校
➤大分県立鶴崎工業高等学校
➤大分県立佐伯豊南高等学校
➤大分県立日田林工高等学校
➤大分県立中津東高等学校
➤大分県立工科短期大学校
➤大分県立大分高等技術専門校
➤大分県佐伯高等技術専門校

＜産業界＞
➤（一社）大分県建設業協会
／大分県建設産業団体連合会

➤（一社）大分県測量設計コンサルタンツ協会
➤（一社）大分県地質調査業協会
➤（一社）大分県建築士事務所協会
➤（一社）大分県電設業協会
➤（公社）大分県建築士会
➤（公財）大分県建設技術センター
➤大分県土木施工管理技士会
➤大分県コンクリート製品協同組合
➤大分商工会議所
➤大分市管工事協同組合

３．働き方改革・担い手確保の取組



ＢＵＩＬＤ ＯＩＴＡ ４本柱の活動

① ②

③ ④

24
「ＢＵＩＬＤ ＯＩＴＡ」ＨＰより

３．働き方改革に向けた取組（担い手確保）
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４．生産性向上に向けた取組

出典︓国土交通省ホームページより抜粋



４．生産性向上に向けた取組

出典︓国土交通省ホームページより抜粋



４．生産性向上に向けた取組

出典︓国土交通省HPより抜粋



４．生産性向上に向けた取組

＜ＩＣＴ活用工事普及拡大のロードマップ＞ R10R9R8R7R6R5R4R3R2R1H30H29

港湾基礎工

港湾ブロック
据付工

港湾海上地
盤改良工

ｺﾝｸﾘｰﾄ堰堤工
港湾浚渫工

法面工、河川浚渫
付帯構造物設置工
擁壁工、基礎工
地盤改良工
舗装工(修繕)
構造物工
（橋梁上部、橋脚・橋台）

作業土工（床掘）
土工
(1,000㎥未満)

小規模土工

舗装工土工

対象
工種

補助金

研修

その他

3次元設計データ作成

ICT体験会
内容：3D設計ﾃﾞｰﾀ作成体験

ICT機器、建設機械の操作体験
対象：ICT未経験者、初心者向け
主催：建設政策課

ＩＣＴ実践的な研修
内容：3D設計ﾃﾞｰﾀ作成重点研修

ICT現場相談会
対象：ICT経験者向け
主催：建設政策課

建設産業女性活躍推進事業
対 象：機器・ソフトウェア
補助率：1/2、上限50万円

建設産業女性活躍加速化促進
事業
対 象：機器・ソフトウェア
補助率：1/2、上限：50万円
※賃上げ枠（上限：75万円）【R6】

今後、追加予定

● ICTアドバイザー制度【九地整】

ICT建機

測量機器
ドローン

● i-Construction[H28.9.12]
建設現場の生産性を、
R7年度までに2割向上！

● ICT活用工事の手引き策定

● CIMの試行

※その他中小企業庁等の補助金制度

・ものづくり・商業・サービス補助金
・IT導入補助金

● DX・ICT技術講習会
座学１回/年
（九地整との合同研修）

各地区での現場研修
内容：ICT建機導入業者によるICT研修
主催：土木事務所、建設業協会各支部

※発注者指定導入
（土工5,000㎥以上） ※部分活用明記

● ICT積算基準の一部見直し【国交省】

● 建設DX研修 1回/年
3DCAD研修 2回/年
（大分県建設技術ｾﾝﾀｰ）

建設産業DX推進事業
対 象：ICT建設機械、ICT建機化する後付け機器
補助率：1/2、上限100万円
※賃上げ枠（上限：150万円）を新設【R6】

建設産業DX加速化事業
①ICT建機
（通常枠） 補助率1/2以内、上限100万円
（賃上げ枠）補助率2/3以内、上限150万円
②ICT機器
（通常枠） 補助率1/2以内、上限50万円
（賃上げ枠）補助率2/3以内、上限75万円

普及状況に応じ、
研修内容を検討

● ICT基礎研修（e-ﾗｰﾆﾝｸﾞ）【九地整】

発注者向け講習会
内容：ICT活用工事やCIMで

必要となる知識の習得
主催：建設政策課

● i-Construction2.0[R6.4]
2040年度までに少なくとも省人化3割、すなわち生産性1.5倍！

体験会

※サブスク型ソフトウェア利用料を
補助対象に追加【R8～】

29



Ｒ９～Ｒ８Ｒ７Ｒ６Ｒ５Ｒ４Ｒ３Ｒ２Ｒ１H３０H２９Ｈ２８

土
工

舗
装

そ
の
他

港
湾

港湾浚渫工

河川浚渫

地盤改良工（R1：浅層・中層、R2：深層）

舗装工（修繕工）

構造物工

舗装工（H29：As舗装、H30：Co舗装）

法面工（R1：吹付工、R2：吹付法枠工）

付帯構造物設置工

（R3：擁壁工、橋脚・橋台）
（R4：基礎工、橋梁上部）

コンクリート堰堤工

港湾基礎工、港湾ブロック据付工

港湾海上地盤改良工：床掘工・置換工

国土交通省

大分県

土工 R4：土工（1,000m3未満）、小規模土工

作業土工
（床掘工）

追加

追加

追加

単独活用可

導入型

港湾本体工（ケーソン据付工）

土木（港湾版） 30

４．生産性向上に向けた取組



○主な申込機器

対象
• ＩＣＴ建設機械
• 既存の建設機械をＩＣＴ建設機械化するための後付け機器 等

補助率、補助上限額
（通 常 枠） １／２以内、１００万円
（賃上げ枠） ２／３以内、１５０万円

○補助内容

○主な申込機器

対象
• 測量機器
• ３次元ＣＡＤソフトウェア
• 生産性向上に資するＩＣＴツール 等

補助率、補助上限額
（通 常 枠） １／２以内、５０万円
（賃上げ枠） ２／３以内、７５万円

測量機器 3D設計データ作成ソフト

ドローン

○補助内容

（１） ＩＣＴ建機 （２） ＩＣＴ機器
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徳島県の建設会社を経て、新会社
YMNS(ワイエネメス)を立上げ。
建設会社への技術支援やアドバイ
ザーとして活躍中。
セミナーでは、ＩＣＴの導入から活
用に至るまでの経緯や今後の展望
まで、ご経験を踏まえたお話をい
ただきます。

① ICTセミナー

日時 ： ９月２９日(水)
場所 ： 大分市内（調整中）
対象 ： 経営者や技術部門責任者層 等
講師 ： YMNS（ワイエメネス） 山西公彦 氏
内容 ： 建設現場へのICT導入・活用

② ICT体験会

日時 ： 10月上旬
場所 ： 県内（調整中）
対象 ： ＩＣＴ未経験者、初心者向け
協力 ： CONTACT（トプコン、建設システム、福井ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ等）
内容 ： 3次元設計データの作成

ICT機器等の操作体験

床堀りゾーン

＜会場イメージ（他県例）＞

③ ICT活用工事セミナー

日時 ： ９月３０日(水)、10月１３日(火)、１２月８日(火)
場所 ： 大分スポーツ公園
対象 ： ICT施工の担当技術者向け
講師 ： （一社）日本建設機械施工協会
内容 ： ３次元設計データ作成・活用

仮想現場での施工計画立案実習

２次元図面

3次元データ

３次元設計データの
作成が難しい・・・

点群ゾーン

小規模施工ゾーン

床掘ゾーン

・・・ LiDAR搭載スマホやレーザースキャナによる点群作成、点群処理

・・・ 自動追尾TSによる丁張、構造物設置、出来形管理を体験

・・・ 3D-MGバックホウにより、刃先測量～設計～施工を体験

＜自動追尾TSによる丁張＞

＜自動追尾TSによる構造物設置＞
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施工時期の平準化

閑散期と繁忙期の差
建設企業の人材や資機材の
効率的な活用に支障

４．生産性向上に向けた取組
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まとめ

、 の制定

➤ 働き方改革に向けた取組みを一体的に推進
（長時間労働の是正、生産性の向上、建設業の魅力発信等）

従来の３Ｋ（きつい・汚い・危険）を払拭し

新３Ｋ（給与・休暇・希望）の実現へ
（＋かっこいい＝新４Ｋ）

持続可能な建設産業へ

将来にわたる担い手の確保・地域の守り手として活躍


